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World Hepatitis Alliance

「HEP CAN’T WAIT EAST ASIA WORKSHOP
～肝炎は待ったなし東アジアワークショップ～」に参加！

11月23日（土）、24日（日）に東京品川で開催された、World Hepatitis Alliance(世界肝炎同盟、以下WHA)
主催の「肝炎は待ったなし　東アジアワークショップ」に参加しました。昨年7月に香港で開催されたアジアワ
ークショップ（「東京肝臓のひろば」255号にて報告）の東アジア版です。今回は、中国、香港、韓国、台湾、
日本から専門医、患者団体等総勢23名の参加となりました。日本からは、国立国際医療研究センター肝炎免
疫センター、情報センター長の考藤達哉先生、広島大学大学院医歯薬学総合研究科教授の田中純子先生、
佐賀県ロコメディカル総合研究所所長の江口有一郎先生、東京肝臓友の会の米澤4名が参加しました。昨年
の香港大会は私ひとりの参加だったため、患者団体として、また日本代表として国の肝炎対策等の説明を求
められることもあり肩の荷が重かったのですが、今年はご担当の先生方がおられ大変心強かったです。

今回の東アジアワークショップは、「B型肝炎の完全治療に向けて」「C型肝炎の撲滅」「ギャップを克服し
て肝炎撲滅を目指す」「肝炎と肝がん」という4つのテーマについて参加者がそれぞれ発表し、その後ワーク
ショップやブレインストーミングを行う、という構成でした。考藤先生は国内の肝炎対策について、田中先
生は国内の肝炎疫学調査について、江口先生は佐賀県で成功した肝炎医療コーディネーター制度についてお
話しされました。私は今回C型肝炎患者としての療養体験、患者が考えるC型肝炎の課題についてお話しま
した。日本の肝炎対策は東アジアの国々と比較すると、予算も含め群を抜いていますが、診療連携や偏見差
別の解消などまだまだ足りない部分もあ
ります。WHOとWHAが唱える「2030
年までに肝炎ウイルスを排除する」とい
う大きな目標に向けて患者団体として何
ができるか、今後やるべきことを再確認
できた2日間となりました。

写真は江口先生とともに参加した江口
病院所属の肝美（かんみ）ちゃんと主催
者と参加者全員です。肝美ちゃんはアジ
アの皆さんにも大人気で、一緒に写真を
撮りたい！と引っ張りだこでした。
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司
会
（
米
澤
敦
子
）　

第
２
部
に
ご
登
壇

い
た
だ
く
八
橋
弘
先
生
の
ご
紹
介
を
簡

単
に
い
た
し
ま
す
。
１
９
８
４
年
に
長

崎
大
学
医
学
部
を
ご
卒
業
後
、
88
年
よ

り
国
立
病
院
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
に
勤

務
、
97
年
に
は
同
院
臨
床
研
究
部
ウ
イ

ル
ス
研
究
室
室
長
に
な
ら
れ
、
２
０
０
４

年
に
は
長
崎
大
学
大
学
院
医
師
薬
学
総

合
研
究
科
新
興
感
染
症
病
態
制
御
学
専

攻
肝
臓
病
学
講
座
教
授
に
、
12
年
に
は

国
立
病
院
機
構
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
臨

床
研
究
セ
ン
タ
ー
長
に
な
ら
れ
て
い
ま

す
。
22
年
に
は
同
院
院
長
に
、
24
年
４

月
よ
り
同
院
名
誉
院
長
、
長
崎
県
病
院

企
業
団
企
業
長
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す

が
、
八
橋
先
生
は
厚
生
労
働
省
の
偏
見

差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
研
究
班
で
代

表
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
に
立
ち
上

が
っ
た
龍
岡
班
が
２
０
１
１
年
に
終
了

し
、
そ
の
後
偏
見
差
の
解
消
を
目
指
し

た
研
究
班
は
ど
な
た
も
引
き
受
け
て
く

だ
さ
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
７
年
前

に
八
橋
先
生
が
研
究
代
表
と
な
っ
て
く

だ
さ
り
、
現
在
も
私
た
ち
患
者
と
と
も

に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
橋
先
生
に
は
こ
れ
ま
で
に
も
何
度

も
ご
講
演
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、

た
く
さ
ん
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
を

診
ら
れ
た
ご
経
験
に
基
づ
い
た
講
演
内

容
は
、
私
た
ち
に
い
つ
も
新
た
な
知
見

を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
で
は
八
橋

先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
拍
手
）

八
橋　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今

日
の
テ
ー
マ
は
「
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
に
つ

い
て
考
え
る
」
で
す
。
最
近
、
肝
臓
学

会
で
取
り
上
げ
る
話
題
も
「
生
活
習
慣
」

に
関
連
し
た
も
の
が
多
く
、「
ウ
イ
ル
ス

肝
炎
」
の
テ
ー
マ
が
以
前
に
比
べ
る
と

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
ウ
イ
ル

ス
肝
炎
の
方
は
ま
だ
た
く
さ
ん
お
ら
れ

る
の
で
、
今
日
は
「
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
」

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
、
Ｂ
型
肝
炎
の
最

新
情
報
と
Ｃ
型
肝
炎
の
ウ
イ
ル
ス
排
除

後
に
注
意
す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
し
ま
す
。

先
ほ
ど
米
澤
さ
ん
に
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
実
は
私
は
愛
媛
県
出
身

第12回世界肝炎日本肝炎デーフォーラム　第2部 医療講演第12回世界肝炎日本肝炎デーフォーラム　第2部 医療講演

※文中敬称略
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で
す
。
長
崎
大
学
を
卒
業
し
て
、
29
歳

か
ら
国
立
病
院
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
し
、
65
歳
で
退
職
し
ま
し
た
が
、

現
在
も
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
で
外
来
を

継
続
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
私
の
患

者
さ
ん
の
中
に
は
最
長
36
年
間
診
て
い

る
人
が
い
て
、
小
学
生
だ
っ
た
お
子
さ

ん
が
今
で
は
家
族
を
持
っ
て
い
た
り
、

中
学
生
だ
っ
た
お
子
さ
ん
も
２
回
結
婚

し
た
り
し
て
（
笑
）、
私
は
長
く
患
者
さ

ん
を
診
て
い
ま
す
。

今
日
は
最
初
に
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
に
つ

い
て
、
次
に
Ｂ
型
肝
炎
の
最
新
情
報
、

最
後
に
Ｃ
型
肝
炎
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
し
ま
す
（
図
１
）。

ウ
イ
ル
ス
肝
炎

ま
ず
は
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
に
つ
い
て
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
Ａ
型
、
Ｂ
型
、
Ｃ
型
、

Ｄ
型
、
Ｅ
型
と
５
種
類
あ
り
ま
す
（
図

２
）。
最
初
に
発
見
さ
れ
た
の
が
Ｂ
型
肝

炎
で
１
９
６
４
年
で
す
。
今
か
ら
60
年

前
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
Ａ
型

肝
炎
が
73
年
、
Ｄ
型
肝
炎
が
77
年
、
Ｅ

型
肝
炎
が
78
年
に
発
見
さ
れ
て
、
最
後

に
発
見
さ
れ
た
の
が
Ｃ
型
肝
炎
で
89

年
、
昭
和
の
時
代
の
終
わ
り
に
発
見
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

感
染
経
路
で
す
が
、
Ａ
型
肝
炎
と
Ｅ

型
肝
炎
は
食
べ
物
や
水
を
介
し
て
感
染

す
る
こ
と
か
ら
、
誰
し
も
感
染
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
特
殊
な
方
を
除
い

て
基
本
は
一
過
性
感
染
で
す
。
Ｂ
型
肝

炎
、
Ｃ
型
肝
炎
、
Ｄ
型
肝
炎
は
急
性
肝

炎
も
あ
り
ま
す
が
、
慢
性
化
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
慢
性
化
す
る
と
肝
硬
変
、

肝
が
ん
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

５
種
類
の
ウ
イ
ル
ス
の
急
性
肝
炎
と
し

て
の
初
期
症
状
は
似
て
は
い
る
の
で
す

が
、
そ
の
後
の
経
過
は
感
染
経
路
で
異

な
る
と
覚
え
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

現
在
、
最
も
感
染
者
の
多
い
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
は
、
実
は
Ｅ
型
肝
炎
で
す
。
Ａ

型
・
Ｂ
型
・
Ｃ
型
・
Ｄ
型
肝
炎
は
、
全

て
年
間
数
千
人
レ
ベ
ル
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
日
赤
の
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
報

告
に
よ
る
と
Ｅ
型
肝
炎
の
日
本
全
体
の

新
規
感
染
者
数
は
年
間
10
万
人
で
す
。

た
だ
そ
の
多
く
が
無
症
状
で
不
顕
性
感

染
で
す
。
Ｅ
型
肝
炎
の
感
染
既
往
者
の

頻
度
は
、
20
年
前
の
報
告
で
は
日
本
人

全
体
の
５
％
で
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
20

年
経
っ
て
い
る
の
で
７
％
を
超
え
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
感
染
予
防
に
有
効

な
ワ
ク
チ
ン
も
市
販
化
さ
れ
て
い
ま
す

（
図
３
）。
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
は

図
1

図
2

図
3
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１
９
８
５
年
に
、
Ｄ
型
肝
炎
に
も
Ｂ
型

肝
炎
ワ
ク
チ
ン
が
有
効
な
こ
と
か
ら

１
９
８
５
年
に
、
Ａ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

は
94
年
に
市
販
化
さ
れ
ま
し
た
。
５
つ

の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
う
ち
３
種
類
は
ワ

ク
チ
ン
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ｅ

型
肝
炎
の
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
は
進
ん
で

い
る
の
で
す
が
、
ま
だ
市
販
化
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
Ｃ
型
肝
炎
の
ワ
ク
チ
ン

に
関
し
て
は
長
く
研
究
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
研
究
の
段
階
で
す
。
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
ワ
ク
チ
ン

が
で
き
上
が
る
ま
で
、
約
20
年
か
か
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｂ
型
肝
炎

Ｂ
型
肝
炎
の
診
断
と
最
新
の
疫
学
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
Ｂ
型
肝

炎
が
発
見
さ
れ
た
の
は
１
９
６
４
年
、

い
ま
か
ら
ち
ょ
う
ど
60
年
前
で
す
（
図

４
）。
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
博
士
が
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
原
住
民
の
中
か
ら
特
異
な

タ
ン
パ
ク
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
抗
原
を

見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
Ｂ
型
肝
炎
の

Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
で
す
。
私
の
上
司
の
矢
野

先
生
の
話
で
は
、
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
博

士
は
、
も
と
も
と
は
血
液
内
科
の
先
生

で
、
肝
臓
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
当
初
、
ブ
ル
ー
ム

バ
ー
グ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
抗
原
を
白

血
病
に
関
連
し

た
蛋
白
で
は
な

い
か
と
考
え
た

よ
う
で
す
。
そ

の
後
、
東
大
の

大
河
内
一
雄
先

生
が
、
輸
血
後

に
肝
障
害
を
起

こ
し
た
患
者
さ

ん
の
血
液
の
中

に
輸
血
後
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
抗
原
が
あ
る

こ
と
を
見
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。

Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
と

肝
臓
と
の
関
係

を
世
界
で
初
め

て
明
ら
か
に
し

た
の
は
大
河
内
先
生
で
す
。
私
も
大
河

内
先
生
に
お
会
い
し
た
こ
と
が
あ
る
の

で
す
が
、
第
一
印
象
は
、
と
て
も
控
え

め
な
先
生
で
し
た
。
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ

博
士
の
誕
生
日
は
７
月
28
日
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
日
を
世
界
肝
炎
デ
ー
に

し
た
の
で
す
が
、
大
河
内
先
生
の
貢
献

度
も
大
き
い
の
で
、
日
本
と
し
て
は
大

河
内
先
生
の
誕
生
日
で
あ
る
10
月
８
日

を
日
本
肝
炎
デ
ー
に
し
て
は
ど
う
か
と

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｂ
型
肝
炎
は
た
く
さ
ん
ウ
イ
ル
ス

図
4

図
5
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マ
ー
カ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
今
日
、
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
の
は
こ
の
２
つ
、

Ｈ
Ｂ
ｃ
抗
体
と
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
で
す
（
図

５
）。
Ｈ
Ｂ
ｃ
抗
体
を
測
っ
て
マ
イ
ナ
ス

で
あ
れ
ば
、
Ｂ
型
肝
炎
に
感
染
し
た
こ

と
は
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ｈ
Ｂ
ｃ

抗
体
が
陽
性
だ
と
２
つ
の
パ
タ
ー
ン
が

あ
っ
て
、
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
が
陽
性
な
ら
、

現
在
も
Ｂ
型
肝
炎
に
感
染
し
て
い
る
状

態
だ
し
、
陰
性
だ
と
Ｂ
型
肝
炎
に
感
染

し
た
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
現
在
は
治
っ

て
い
る
と
い
う
状
態
で
す
。
こ
こ
は
し
っ

か
り
お
わ
か
り
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ

で
す
。

現
在
日
本
で
Ｂ
型
肝
炎
に
一
度
感
染

す
る
も
治
っ
た
人
は
ど
れ
く
ら
い
い
て
、

現
在
も
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
陽
性
の
人
は
ど
れ

く
ら
い
い
る
に
つ
い
て
の
令
和
２
年
の

最
近
の
田
中
先
生
研
究
班
の
報
告
で
す

（
図
６
）。
対
象
数
は
９
４
３
１
人
で
、

Ｈ
Ｂ
ｃ
抗
体
の
陽
性
率
は
全
体
で
は

17
％
、
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
陽
性
率
は
1.28
％
で

し
た
。
私
は
１
９
５
０
年
代
生
ま
れ
で

す
か
ら
、
私
の
世
代
は
1.61
％
の
Ｈ
Ｂ
ｓ

抗
原
陽
性
率
で
、
私
の
同
級
生
だ
と
50

人
に
２
人
く
ら
い
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
私
よ
り
年
配
の
方
の
Ｈ
Ｂ
ｃ
抗
体

の
陽
性
率
は
31
％
、
26
％
な
の
で
、
３

人
か
４
人
に
ひ
と
り
は
１
度
Ｂ
型
肝
炎

に
感
染
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｂ
型
肝
炎
の
感
染
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
稀

な
こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
感
染
し
て
全

員
が
慢
性
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
病
気

と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す

こ
れ
も
令
和
５
年
度
の
報
告
書
か
ら

作
成
し
た
も
の
で
す
が
、
現
在
の
妊
婦

さ
ん
で
ど
の
程
度
、
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
陽
性

の
方
が
い
る
か
と
い
う
グ
ラ
フ
で
す
が
、

日
本
人
妊
婦
だ
と
0.09
％
の
頻
度
で
す
の

で
１
０
０
０
人
に
１
人
し
か
い
ま
せ
ん

図
6

図
7
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◆
八
王
子
肝
友
会

「
何
で
も
語
ろ
う
会
」

出
席
者
の
近
況
や
治
療
・
薬
剤
等
に
つ
い

て
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

日
時　

	

2
月
9
日（
日
）10
：
15
〜
12
：
00

場
所　
（
最
寄
り
駅
）	

	

八
王
子
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

申
込	　

不
要
、無
料	

問
合
せ　

090-4122-6229　

東（
ひ
が
し
）

　
　
　

*	yhigashi@
jcom

.zaq.ne.jp

会
の
HP　

2
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は	

　
　

　
　

https://kanyukai802.blog.jp/

八王子市旭町12-１
JR中央線
八王子駅北口　徒歩約5分
京王線
京王八王子駅中央口　徒歩約3分

情
報
BOXBOX

10/1	 厚労省「宿泊施設向け接遇研修ツール作成等のための検討会」のた
めの3団体Webミーティング、米澤

10/3	 ユニプロフォート小川氏来訪、「東京肝臓のひろば」262号入稿、
GSK	Webミーティング、米澤

10/4	 日肝協「肝臓のなかま」145号納品発送、山田
10/5	 自己免疫性肝疾患部会、対面交流会、古川、山田、米澤
10/5	 日肝協2022年度会計監査、山田、萩部、窪田、岡田、米澤
10/7	 八橋研究班、厚労省面談今後について、及川、米澤
10/8	 日肝協常任幹事会、GSK来訪、放送ラジオNIKKEI「大人のラヂオ」

10月11日放送、ゲスト「がんノート」岸田徹さん収録米澤
10/9	 日肝協2023年度会計監査、窪田、岡田、山田、萩部、米澤	 	

3団体肝炎フォーラムWeb、川田、米澤	 	
治験アンバサダー	修了者インタビュー収録　古川

10/10	 「東京都肝炎コーディネーター交流会」Web打ち合わせ
10/11	 第33回肝炎対策推進協議会、及川、加藤、米澤	 	

「東京肝臓のひろば」262号校正原稿着	 	
インクルージョンパートナー来訪、今後について、米澤

10/12	 AMED	Web報告会、聴講、古川、米澤
10/15	 「東京肝臓のひろば」262号、校正出し、米澤	 	

金子班班会議Web会議、佐賀大磯田医師、米澤
10/16	 アフリカ実行委員会Web会議、	 	

ラジオNIKKEI「大人のラヂオ」11/8放送分収録、ゲスト国立国際医
療研究センター溝上雅史先生、及川綾子さん、米澤

10/17	 ラディックス来訪、複合機等リースの件、米澤
10/15	 宮川財団主催講演会相談会)＠宮川財団事務所、講師東京大学医科学

研究所付属病院	病院長、四柳宏先生、米澤
10/18	 GSK来訪、B型肝炎患者について懇談、米澤
10/19	 偏見差別PT、＠半蔵門B肝事務所、及川、加藤、米澤	 	

12/23東肝主催医療講演会チラシ入稿、米澤
10/20	 宮川庚子記念研究財団相談会、＠宮川財団事務所、米澤
10/22	 金子研究班班会議、古川、米澤
10/24	 厚労省3団体面談、及川、米澤
10/25	 奈良県肝炎医療コーディネーターフォローアップ研修会Web打ち合わ

せ、米澤

10/26	 兵庫県スキルアップ研修会、＠兵庫医大、講師、パネル司会、米澤
10/26	 「東京肝臓のひろば」262号納品、発送作業	 	

ラジオNIKKEI「大人のラヂオ」11/8放送分オープニングエンディン
グ収録、米澤

10/30	 東京都障害者福祉会館にてピア面談相談　米澤	 	
虎の門病院肝疾患センター寺本氏、芥田先生、肝臓病教室Web打ち
合わせ、米澤

10/31	 日肝協常任幹事会、川田、古川、米澤、佐賀大学附属病院肝炎医療コ
ーディネーター養成研修会、Web打ち合わせ、米澤

11/3、4	 日肝協第34回代表者会議兵庫大会、幹事会、川田、野田、山田、萩
部、古川、窪田、岡田、白井、米澤

11/5	 奈良県肝炎医療コーディネーターフォローアップ研修会、パネルディ
スカッション司会、米澤

11/6	 横浜市泉区難病講演会、患者会紹介、古川
11/7	 虎の門病院「肝臓病教室」Web打ち合わせ、米澤	 	

東京都令和7年度予算要望書回答、川田、甲賀、上大田、萩部、白井、米澤
11/8	 BI	レイサマリーWeb打ち合わせ、古川、米澤	 	

治験アンバサダーWeb交流会、患者市民参画セミナー、古川
11/9	 八橋研究班作業部会、米澤
11/10	 虎の門病院、東京肝臓友の会共催「肝臓病教室」、甲賀、白井、米澤	 	

佐賀県肝炎医療コーディネーター養成研修会打ち合わせ、米澤
11/12、13佐賀県肝炎医療コーディネーター養成研修会パネルディスカッショ

ン収録、米澤	
11/14	 AZ来訪、共同企画会議、米澤
11/15	 3団体偏見差別PT、加藤、及川、米澤
11/18	 BI、レイサマリーレビュワーミーティング＠BI古川、米澤
11/20	 YORIAI	Lab	Web特別セミナー、聴講米澤
11/23、24World	Hepatitis	Alliance主催「Hep	Can't	Wait	East	Asia	

Workshop」参加　米澤	 	
IPSEN、意見交換会、古川

11/27	 佐賀県江口病院ピアサポート外来、米澤	 	
YORIAI	Lab	Web特別セミナー、古川聴講

11/29	 「東京肝臓のひろば」263号入稿、米澤	 	
P1クリニック来訪懇談、米澤

11/30	 東京都障害者福祉会館にてピア面談相談　米澤

東京肝臓友の会 活動日誌 11月・10月
 10月 電話 48件 メール　2件
 11月 電話 44件 メール　1件

今
号
の
表
紙
絵　
（
再
掲
載
）　

彦
根
城
　
佐
和
口
多
聞
櫓	

	

〜
滋
賀
県
・
彦
根
市
〜

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
に
も
な

っ
た
国
宝
・
彦
根
城
。
徳
川
の
譜
代
、
井

伊
氏
三
五
万
石
の
居
城
で
、
城
郭
や
天
守

閣
を
は
じ
め
、
旧
藩
時
代
の
庭
園
や
武
家

屋
敷
、
長
屋
門
、
櫓
な
ど
現
存
し
て
い
る
。

こ
の
佐
和
口
多
聞
櫓
は
、
直
弼
の
青
年

時
代
の
住
ま
い
（
埋
木
舎
）
か
ら
観
た
位

置
で
、
左
側
が
十
七
世
紀
初
期
建
築
の
重

要
文
化
財
、
右
側
は
復
元
さ
れ
て
博
物
館

に
な
っ
て
い
る
。
中
堀
か
ら
二
の
丸
に
入

る
入
口
に
あ
る
櫓
で
、
昔
は
「
佐
和
口
門
」

と
い
う
櫓
門
が
あ
り
、
左
右
の
櫓
は
、
門

の
上
で
続
い
て
い
た
と
い
う
。
今
も
路
上

に
大
き
な
門
の
基
礎
が
残
っ
て
い
る
。

桜
満
開
の
こ
ろ
の
彦
根
城
は
特
に
美
し
い
。

　

切
り
絵
と
文　

佐
藤
廣
士

東京肝臓友の会 事務局

冬期休暇のお知らせ

東京肝臓友の会事務局は、

12月25日（水）～1月6日（月）
まで、冬期休暇をいただきます。

FAX（03-5982-2151）

はお受けいたします。

よろしくお願いいたします。
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場　所：	東京都障害者福祉会館１階	相談室
対　象：	東京都在住、在勤の方優先
主　催：	東京都
相談料：	無料（予約制）
相談員：	米澤敦子（東京肝臓友の会	事務局長）

　　　　　　　申　込　方　法　　　　　　

※電話でお申し込みください。

【申込先】	都障害者福祉会館相談係
	 〒 108-0014　港区芝 5-18-2
	 ☎	03（3455）6321	

【交通案内】
◆JR「田町駅」西口徒歩5分
◆都営三田線「三田駅」出口A8	徒歩1分
◆都営浅草線「三田駅」出口A7	徒歩1分

同病者による面談相談
☆肝臓病のこと、生活のこと、なんでも　お気軽にご相談ください☆

日　時：1 月30 日（木）3 月30 日（日） 12 月はお休みです
	 13 時 30 分〜 16 時 30 分（1人 1時間）

型肝炎治療の今までとこれから
～核酸アナログ製剤と肝発がんについて～

2025年 1月19日（日） 14：00～16：00
田町グランパークカンファレンス 401ホール
東京都港区芝浦3-4-1

千葉大学大学院医学研究院 消化器内科学
教授 加藤直也先生

挟み込みチラシを参照

東

会
の
友
臓
肝
京

　

〇
五
一
二
）
二
八
九
五
（
三
〇

　
〒
161
│
0033
　

障

会
協
物
行
刊
期
定
体
団
者
害

　

一
一
六
九
）
七
七
二
六
（三
〇

　
〒
157
│
0072
　

二
〇
一
│
七
一
│
一
│
三
谷
師
祖
区
谷
田
世
都
京
東

編

・
人
集

発

・
人
行

東
京
都
新
宿
区
下
落
合
四

─

二
七

─

五

─

二
〇
一

頒
布
価
格
500
円（
会
費
に
含
ま
れ
て
い
る
） 本会報掲載の記事を転載する場合はご連絡ください。
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